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2011年、天城山荘で開催された全国壮年大会で関

田寛雄先生の講演を伺い、心温まるお話をとおして

「自分も専ら教会に仕える者になりたい」と東京バプ

テスト神学校の門を叩き、学びを始めました。片道１

時間45分を要する霞が関への通勤と繁忙業務のた

め、レポート提出が毎回遅れましたが、「愛と忍耐と

お祈り」をもって13年間励まし続けて下さった神学

校の諸先生に深謝しています。おかげさまで来年３月

には卒業の見込みです。 

現在学んでいる専攻科の最後の一年には、「教会実

習」と「卒業論文」の課目があり、１月末の締め切り

に向けて論文の調査と執筆に励んでいます。無職とな

り収入が限られる生活ですが、実習と学びに専念する

時間が与えられていること、神学書や資料を購入する

経済の必要が「奨学金」や「神学生献金」によって与

えられていることは、本当に感謝です。 

「尊い捧げもの」をいただ

くこと、それは時間と命をい

ただくことであり、神学生と

して今後の教役者として、救

い主イエス・キリストの命に

生かされ、しっかりと教会に

仕える者とされるよう、祈り

のうちに委託されていると受

け止めています。お祈りと奨

学金、本当に感謝です。 

    「お祈りと奨学金」本当に感謝します!!  

東京バプテスト神学校神学専攻科 舛田栄一（推薦教会 洋光台キリスト教会） 

役員会人事 

事務局長 ： 稲川 仁 （宝塚教会・副会長兼任） 

会  計 ： 高井 透 （高崎教会） 

書  記 ： 木村 均 （大井教会） 

 

奨学金委員会人事    

委  員 ： 浦瀬 佑司（札幌教会） 

委  員 ： 古田 晴彦（宝塚教会） 

委  員 ： 鶴澤 寛 （鳥栖教会） 

委  員 ： 田口 清吾（岐阜教会） 

定期総会で壮年会連合会長及び奨学金委員長が信任された時点で、事務局長、会計、書記及び奨学金委員4名の指名ができませんでした。 

この度、会長及び委員長より上記の方々が指名されましたので、次期総会冒頭で皆さんの承認を受ける手続きを取ります。 

  2024～2025年度全国壮年会連合役員及び奨学金委員人事について 

    高良研一次期会長及び北村愼二奨学金委員長より役員・奨学金委員の指名がありましたので報告いたします。 

 

 
■第２回役員会報告  開催：2023年10月14日（土）  事務局長 三室 日朗 

・８月に4年振りに対面で開催した全国壮年大会のフォロー、及び10月に実施された中間監査を中心とした神学校献金の献  

金状況と連合の会計状況の報告を共有した。また来年開催される西九州大会（オンライン開催）に対してのサポートを現地

とよく協議して進めることを確認した。 

・「これからの伝道者養成検討」の現状と今後について会長と副会長から、連盟理事会および連盟と壮年会連合による二者協

議の報告を受け、その問題点などを話し合い、引き続きこの問題を検討していくことを申し合わせた。 

・ジェンダー問題などこれからの信徒活動が大きく変化すると予想される中での壮年会連合の在り方についても協議した。 

■第２回代表者会議  開催：2023年11月11日（土） 事務局長 三室 日朗 

 今年2回目の会合は４年振りに対面での開催（オンライン参加を含む）となり、以下のことについて協議の場を持った。 

・「これからの伝道者養成のアクションプランと財務計画」及び「奨学金会計の基本金」について会長・副会長からの報告を

受け、協議。 

・全国壮年会連合役員及び各地方連合壮年会役員の選出についての現状報告 

・信徒活動の今後について、代表者会議構成員全員にお願いしたアンケートに基づいて、現状分析。 

・全国壮年会連合は「伝道者養成の業への参与」とともに「教会形成を担う」ことを活動の柱としているが、その推進をどの

ように進めていけばよいのか協議した。 

■第2回奨学金委員会報告 開催：2023年11月25日（土）連盟事務所での現地開催（Zoom併用） 奨学金委員長 北村愼二 

・理事会報告、全国壮年会連合報告・西南学院神学部報告・奨学金会計報告、中間監査報告 

・奨学金申請者との面談報告 ・2024年度奨学金申請者の審査 ・返還免除対象者の審査 

・理事会預かり案件の確認 ・定期報告、返済計画の確認 ・リカレント生の取扱いについて確認 

・奨学金申請書類等の一部変更 ・奨学金会計事務の効率化について検討 ・奨学金会計の償却引当金について討議 

■壮年大会報告書訂正箇所     事務局長 三室 日朗 
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目次 11 ～にも拘わらず、新しい共同体を求めて～ ～にもかかわらず、新しい共同体を求めて～」 

1 8 コロナ過完全消滅 コロナが完全消滅 

1 17 礼拝での奏楽や賛美 礼拝での奏楽や讃美 

1 27～28 男性合唱団の賛美やコーラス 男性合唱団の讃美やコーラス 

2 13 

「教会が元気になるには」～にもかかわらず、新しい

共同体を求めて～を 

「教会が元気になるには ～にもかかわらず、新しい

共同体を求めて～」を 

43 14 される連合立等神学等への される連合立等神学校への 

論文執筆のため収集した資料と

参考書～只今奮闘中!! 
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「熱く燃やされる全国壮年会連合」 吉田真司（相模中央キリスト教会牧師／連盟理事長） 

 

 8月の全国壮年大会（於大井教

会）に参加しました。ハイブリッ

ド（対面・オンライン）での開催

で、様々な事情で会場への直接参

加が難しい方々も参加でき、コロ

ナ危機の経験を通して新たに開か

れた「集まるかたち」でした。大会中、多くの方と

ことばを交わし、壮年お一人ひとりの信仰・教会形

成への熱い思いに触れ大いに励まされました。西南

神学部専攻科を卒業し牧師となって早26年目、そ

の間、それぞれの教会現場で教会形成を担ってこら

れた壮年方から、時に厳しい叱咤、また信仰者の生

き様から多くを学ばされてきました。つくづく自分

は周りの方々からの様々な支援を受けて、信仰者そ

して伝道者の道を歩いてくることが出来たと感謝し

たのでした。 

バプテストの命は、一人ひとりの信徒が教会形成

の主体として参与でき、また新しい担い手となって

いけることにあると思います。全国諸教会・伝道所

の壮年お一人ひとりの思いと祈りとが、現状の困難

にありながらも、いやその中だからこそ一層熱く燃

やされて、教会の元気のもとになり、その熱さに導

かれて新しい信仰者が与えられ、そして伝道者と

なっていく人が起こされていく（自らが伝道者と

なっていく）、そうして教会が元気になっていく、

その良き循環が成っていくように願ってやみませ

ん。 

全国壮年会連合の活動も、現状を踏まえて、発展

的に大きな変化を決断すべき局面を迎えています。

先の連盟第68回定期総会で承認された「これから

の伝道者養成基本理念」に基づくアクションプラン

が迎える第69回定期総会で審議されます。またそ

れと並行して全国壮年会連合の皆さまの協議が進め

られていきます。その協議の上に主の祝福を祈りつ

つ、またその決断と展開の先に、神学校で学ぶ者た

ちが多くの友を得て切磋琢磨していく状況が再興さ

れていくことを、そしてその神学生たちの学びと生

活環境を祈り支えていく神学生奨学金がますます必

要とされ、豊かに用いられて行きますことを願いま

す。 

 

 

 

 

 



  

 

－ ２ － 

「主が私を選んでくださった」「主が私を選んでくださった」「主が私を選んでくださった」「主が私を選んでくださった」            秋山秋山秋山秋山    信夫（上尾キリスト教会）信夫（上尾キリスト教会）信夫（上尾キリスト教会）信夫（上尾キリスト教会）    

   私は、自分の消極的な性格や目的のない生き方を変えたいと思い、友人の

誘いもあって、家の近くにあった経堂バプテスト教会へ行きました。教会の

皆さんとの交わりや聖書のお話を通して、変わることができなかった自分

が、主によって変えられるということを知りました。「だれでもキリストに

あるならば、その人は新しく造られた者である。」Ⅱコリント5：17という

御言葉に心打たれ、イエス・キリストを救い主と信じました。18歳の時で

す。それから、私の性格も人生もすっかり変えられました。虚しかった心が希望と喜びに溢

れ、私を変えてくださったイエス様を伝えたいという思いが日増しに強くなり、学生伝道に

励みました。 

 私に献身の思いが与えられたのは、20歳の時でした。学生のキャンプでインドネシアに派

遣されていた宣教師が説教をされた後で、「収穫は多いが、働き人は少ないのです。主のた

めに身を捧げて働く人はいませんか。」と招かれた時、ごく自然と「私がここにいます。私

を用いてください。」とそこに立ち上がって決心している自分がいました。しかし、同時に

自分みたいな気の弱い者が果たして主の働き人になれるのだろうかという不安も起こりまし

た。 

 丁度、そのキャンプに私の友人を誘っていましたが、彼が主を信じる決心をしてくれまし

た。その時は、誘ってよかったと喜んでいたのですが、彼がバプテスマを受ける時に、私に

言った言葉は忘れられません。「なぜもっと早く主を伝えてくれなかったのか。そうすれ

ば、日曜日が休める仕事を選ぶことができたのに。」 彼はホテルに内定していたので、礼

拝生活ができないことを悔やんだのです。私は、彼は主の福音には関心がないと勝手に決め

つけて、誘うことをためらっていたのです。「今や、恵みの時、今こそ、救いの日。」Ⅱコ

リント6：2であるとの御言葉をいつも心に刻んで生きていこうと深く示された出来事でし

た。 

 私が献身の思いを両親に伝えた時、両親はクリスチャンではありませんでしたので、反対

されました。「献身して、食べていけるのか。」と私の将来を案じてのことでした。そして

母は私を親戚にあたる浅野順一牧師の家に連れて行き、献身を思い留まらせようとしまし

た。浅野順一牧師は母の思いと私の思いを聞いて、にこにこしながら、母には「神様が養っ

てくださるから息子さんのことは安心しなさい。」と勧め、私には「神様が導いてくださっ

たその献身の道をしっかりと歩みなさい。」と勧めてくださいました。私にとって、浅野順

一牧師との初めての面会は、とても大きな励ましとなりました。 

 大学を卒業後、私は学生伝道に導かれ、日本キャンパス・クルセードの主事として4年間

働き、若者への伝道の大切さを経験しました。それから、「わたしの羊を飼いなさい。」ヨ

ハネ21：17との御言葉が示されて、東京バプテスト神学校で学んだ後、立川教会で1年間

教会主事として働き、それから室蘭教会で7年間牧師として働き、現在の上尾教会で35年間

働いています。自分でもこれほど長く主の働きを続けることができるとは、正直、思っても

みませんでした。幾度となく、自分の言葉や行いで信徒の心を傷つけ、辛い思いをさせてし

まったことがありました。自分は牧師には向かないのでないかと、自己嫌悪に陥ったことも

ありました。しかし、その都度、「あなたがたがわたしを選んだのではない。わたしがあな

たがたを選んだ。あなたがたが出かけて行って実を結び、その実が残るようにと、また、わ

たしの名によって父に願うものは何でも与えられるようにと、わたしがあなたがたを任命し

たのである。」ヨハネ15：16との御言葉に支えられてきました。また、神の憐れみと、信

徒の皆さんの祈りによって、支えられてきました。主の導きと招きに感謝しています。 

 

－ ３ － 

「これからの伝道者養成」について、壮年会連合がやろうとしていること（その１）「これからの伝道者養成」について、壮年会連合がやろうとしていること（その１）「これからの伝道者養成」について、壮年会連合がやろうとしていること（その１）「これからの伝道者養成」について、壮年会連合がやろうとしていること（その１）    

                           全国壮年会連合副会長 豊永義典 

いつも伝道者養成のことがら、特に神学生奨学金献金へのご理解とご協力を頂いていることを心から

感謝します。連盟理事会では２０２１年３月に「これからの伝道者養成検討委員会」を設置して、「こ

れからの伝道者養成基本理念（２０２３年）」案を作成し、本年２月の連盟総会で承認され、その後こ

の理念をベースに、「これからの伝道者養成アクションプラン、及び財務基本計画」の作成検討が、２

０２４年２月の連盟総会承認を目指して進められています。これらの検討作業には、壮年会連合の役員

も加わってきましたので、この間の壮年会連合ニュースや、全国壮年大会での報告の時間や報告書など

でお知らせをしてきましたから、これらの概要についてはご理解頂いていることと思います。 

上記の検討期間は全国でのコロナの感染時期と重なり、壮年会連合の定期総会を対面で行なうことが

出来ず、必ずしも十分な議論が出来ませんでした。 

しかし連盟理事会は、上記の新基本理念およびアクションプラン・財務計画のなかで、壮年会連合に

対して具体的な協力を要請しており、それに対応するには私たちは２０２４年度の定期総会で規約を改

定し、承認していくことが必要です。そこで本号から３回にわたって、①連盟理事会はこれからの伝道

者養成をどのように考え、壮年会連合にどのような協力を要請しているのか、②その要請に対して壮年

会連合役員会はどう考えて対応してきたか、③そして来年の私たちの総会にはどのような提案を考えて

いるのか、について解説していきます。ニュースを読まれた時点で感じられた疑問や意見がありました

ら、是非事務局にメールや電話を届けて下さい。受け取った時点で役員会から回答をお送りします。ま

たこのことが来年の総会への提案を整えていくことにつながります。ご協力をお願いします。 

１．伝道者養成基本理念１．伝道者養成基本理念１．伝道者養成基本理念１．伝道者養成基本理念2023202320232023年版およびアクションプラン・財務基本計画の概要と私たちへの要請年版およびアクションプラン・財務基本計画の概要と私たちへの要請年版およびアクションプラン・財務基本計画の概要と私たちへの要請年版およびアクションプラン・財務基本計画の概要と私たちへの要請    

〇新基本理念では、「バプテストの特長を生かした教会形成」、「「伝道者」理解の確認と「牧師を含

む教役者の働き」の重要性」、「求められる神学教育／神学校の役割」、とともに「求められる連盟

施策」が提案されています。特にバプテストらしい信徒と牧師の協働（教会の働きを相互に分担）に

よる教会形成が謳われ、信徒一人ひとりが伝道者であるという理解のもとで、信徒の多様な賜物がキ

リストの体として組み合わされ、教会の働き（説教や牧会も）を担おうと呼びかけています。 

〇前項の「求められる連盟施策」のひとつとして、神学校献金（神学生奨学金献金）の新たな可能性を

探る－これまでの神学生奨学金に加えて、東京・九州両神学校の経常費支援や牧師の継続研修等の奨

励、献身者の掘り起こし（青少年伝道）などに用いる可能性の模索－が挙げられました。 

２．伝道者養成に関する基本理念（２．伝道者養成に関する基本理念（２．伝道者養成に関する基本理念（２．伝道者養成に関する基本理念（2023202320232023年）に基づく、「アクションプラン」と「財務計画」年）に基づく、「アクションプラン」と「財務計画」年）に基づく、「アクションプラン」と「財務計画」年）に基づく、「アクションプラン」と「財務計画」    

〇アクションプランでは、2024年度から「伝道者養成に関する委員会」（特別委員会）を設置して、

伝道者養成に関する連盟施策を立案・推進することとし、そのメンバーに壮年会連合のメンバーも加

わって働きを担い、諸教会の意識変革（信徒一人ひとりの献身の深まりから教役者に専心する献身

へ）・研修運動の推進、三つの神学校と宣教研究所の連携、等を進める考え方となっています。 

〇財務計画の一つとして、連合立等神学校支援の仕組みの構築が挙げられ、2025年度から神学校献金

（神学生奨学金献金）に「連合立等神学校への支援（具体的には年350万円）」が提案されました。 

上記の連盟理事会からの提案への、壮年会連合役員会の考え方と対応は次号（その２）に示します。 

 


